
そ
の
後
、
碧
海
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
を
経
て
、
一
九

二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
に
鶏
卵
販
売
業
務
の
一
切

が
丸
碧
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
鶏
卵
の
共
同
販
売
の
機
構
が
で
き
あ
が
り
、
安

城
の
養
鶏
は
一
層
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
そ
の
年
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
、
救
援
物

資
と
し
て
鶏
卵
二
千
箱
を
無
料
で
配
布
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
東
京
の
業
者
と
の
取
り
引
き
が
始
ま
っ

た
。卵

の
販
売
方
法
は
、
各
組
合
で
五
日
ご
と
に
集
卵

し
、
大
中
小
と
卵
を
分
別
し
た
後
に
、
丸
碧
の
商
標

の
つ
い
た
十
六
キ
ロ
詰
め
の
木
箱
に
も
み
殻
と
と
も

に
詰
め
込
み
、
翌
日
丸
碧
へ
出
荷
す
る
。
丸
碧
で
は
、

そ
れ
を
安
城
駅
か
ら
毎
日
平
均
八
ト
ン
積
み
貨
車
で

一
車
半
ず
つ
東
京
に
発
送
し
た
。
東
京
事
務
所
で
は
、

発
送
通
知
を
受
け
取
る
と
す
ぐ
に
問
屋
・
消
費
組
合

な
ど
に
直
接
販
売
し
た
。
代
金
は
農
林
中
央
金
庫
に
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碧
海
郡
に
お
け
る
産
業
組
合
の
中
心
と
し
て
碧
海

郡
購
買
販
売
組
合
連
合
会
（
通
称
丸
碧
）
が
、
郡
内

三
十
四
の
産
業
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
は
一

九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
で
あ
る
。
設
立
当
初
は
米

の
販
売
、
肥
料
と
農
機
具
な
ど
の
購
買
事
業
を
行
っ

て
い
た
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

次
第
に
所
属
組
合
も
増
加
し
、
大
正
時
代
末
に
は
西

加
茂
郡
の
一
部
の
組
合
も
加
わ
り
、
七
十
九
組
合
、

二
万
人
の
組
合
員
を
か
か
え
る
全
国
有
数
の
産
業
組

合
連
合
会
と
な
っ
た
。
岩
瀬
和
市
は
、
一
九
二
八
年

（
昭
和
三
年
）
に
第
四
代
丸
碧
会
長
と
な
り
、
そ
の

運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

丸
碧
の
事
業
は
、
鶏
卵
・
生
鳥
・
大
根
切
干
の
販

売
、
米
麦
の
保
管
・
販
売
、
肥
料
・
飼
料
の
購
買
な

ど
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
丸
碧
の
名
を
特
に
有
名
に

し
た
の
は
鶏
卵
の
販
売
で
あ
っ
た
。

鶏
卵
の
販
売
は
、
は
じ
め
各
農
家
が
棒
手
振
と
呼

ば
れ
る
卵
買
出
人
に
売
っ
て
い
た
が
、
明
治
末
期
に

な
っ
て
各
地
に
養
鶏
組
合
が
で
き
る
と
、
そ
れ
ら
が

特
約
販
売
ま
た
は
入
札
販
売
の
方
法
を
と
り
始
め
た
。

払
い
込
ま
れ
、
丸
碧
を
通
じ
て
各
組
合
員
の
貯
金
口

座
に
振
り
込
ま
れ
た
。
岩
瀬
和
市
は
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
組
合
と
同
じ
方
式
で
あ
る
と

い
う
の
で
、
日
本
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
と
大
阪
毎

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
の
始

め
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
東
京
を
中
心
に
販
路
を
開
拓
し
て
い
っ

た
丸
碧
は
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
は
、
九

万
四
千
六
百
四
十
四
箱
、
価
格
六
十
三
万
八
千
九
十

一
円
の
販
売
高
を
あ
げ
、
そ
の
販
売
先
は
東
京
が
九

十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ん
だ
。
丸
碧
の
卵
は
品

質
的
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
好
評
を
受
け
た
が
、
小

売
店
の
店
頭
で
は
地
卵
と
混
同
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
の

で
、
宣
伝
も
兼
ね
て
、
卵
の
殻
に
直
接
丸
碧
の
マ
ー

ク
を
つ
け
て
三
越
百
貨
店
な
ど
で
販
売
し
た
と
も
い

う
。丸

碧
は
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
に
愛
知

県
販
売
購
買
利
用
組
合
連
合
会
に
事
業
を
統
合
さ
れ

て
解
散
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
碧
海
郡
の
産
業
組
合

の
中
心
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

現
在
、
西
三
河
農
業
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の
隅
に
、
丸

碧
発
祥
の
地
と
し
て
記
念
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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▲共存同栄碑（中央）と歴代会長顕彰碑（左）
（御幸本町）

▲丸碧発祥の地

わ
い
ち

ぼ

て
ふ
り


